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国土交通省中村河川国道事務所では、人と自然とが共生できていた「昭和40年代の四万十川

の原風景の保全・再生」を目指す「四万十川自然再生事業」に取り組んでいます。 

本事業は、事業開始当時から、学識者や専門家の助言・提言を受けながら、漁業協同組合や

地元地区等、地域住民と協働で、計画立案、施工、維持管理、モニタリングを実施しており、

学識・市民・行政の三者の協働・連携関係が事業推進における重要な要素となっています。 

本報告では、協働・連携の中心的団体である「四万十川自然再生協議会」の取り組みについ

て整理・紹介します。 
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１． 四万十川自然再生協議会とは 

 

四万十川自然再生協議会（以下：再生協）は、「四

万十川を守ることこそまちづくり！」という考えのもと、

NPOや漁業関係者、区長会、流域住民団体など約８０団

体(図-1)が参加して四万十川流域の地域づくり活動のネ

ットワーク的な組織です。 

平成14年11月7日に発足し、昨年10周年を迎えました。 

 

図-1 四万十川自然再生協議会の構成 

 

再生協では、四万十川の豊かな自然を守り後世に引

き継いで行くための意見や提案、活動などに取り組ん

でいます。 

活動目標として、四万十川と地域のあるべき姿を短

期・中期・長期の3つの時限で想定し、その達成に向け

た活動計画(表-1)を立てています。 

短期目標達成に向けての年間の具体的な活動内容は、

毎年1回開催される総会で決定しています。 

以下では、再生協が発足当時から取り組み、現在も

継続している「四万十川自然再生事業（アユの瀬づく

り）」との協働・連携の取り組みについて報告します。 

 

表-1 四万十川自然再生協議会の目標 

 
 

 

２．四万十川入田地区での取り組み 

 

(1)取り組みの背景と目標 

四万十川は、流域全体に豊かな自然が残り、懐かし

いふるさとを思わせる環境が保たれていることから、

「最後の清流」と呼ばれ、親しまれています。しかし、



その四万十川においても、①全体的な河床低下。汽水域

の魚類の成育場の減少、②澪筋の固定化や深掘れの進行。

高水敷の乾燥・陸地化、③瀬の減少→アユの産卵場の減

少、④環境基準は満足しているものの、水質・透明度の

悪化といったような問題・課題が指摘されていました。 

再生協の活動は、「昭和30～40年代の四万十川の原風

景」を再生・保全したいという思いから始まっています。 

 

 

写真-1 川の中が樹林化した現在の四万十川 

（H14入田地区） 

 

 
写真-2 目標としている昭和30年代の四万十川

（S33入田地区） 

 

(2)市民主体の自然再生の取り組み 

上記のような背景から、事務所では「四万十川自然

再生事業」を実施し、再生協は当事業と協働・連携を図

りながら、市民ができる取り組みとして、普及啓発等の

ソフト的な活動、ならびに草刈りなど河畔の環境の維持

管理活動を、四万十市中村地区（旧中村市）を中心に展

開しています。 

a) 四万十川自然観察会 

再生協の主要な取り組みの一つである「四万十川自

然観察会」は、「まずは四万十川流域に残された豊かな

自然の観察から始めよう！」という熱意のもと、発足年

度から定期的に年 3 回程度開催され、現在まで 39 回

（今年も6月開催）続いている息の長い取り組みです。 

当時、事務所では、河床の二極化が進行していた四

万十川入田地区において、礫河原とアユの産卵場となる

瀬の再生を目指し、樹木伐採と砂州の切り下げを行う

「アユの瀬づくり」事業を検討していました。そこで、

第1回目の自然観察会は、この「アユの瀬づくり」実施

箇所で行われることになりました。 

再生協のメンバーは、自然再生事業で提案されてい

る河道内の樹木伐採と砂州の切り下げが本当に川の自然

再生なのか、今ある入田地区の自然を破壊するだけでは

ないのかなど、市民の目線で素朴に感じた疑問等につい

て、現地で国土交通省や専門家とともに観察し、一つひ

とつ確認していきました。 

当時四万十川では、「水位が下がった」「河原が低

くなったと」言われていました。しかし、「ヤナギの根

は、地表近くに伸びる(図-2)」と言う特性から現地で実

際にヤナギの根を観察すると、洪水の度に根の生える位

置が上がっており、樹林化した河原は洪水の度に堆積を

繰り返し河床が高くなって形成されていることを確認し

ました。 

併せて、堆積している土砂を見てみると、表面以外

は砂利層であり、かってレキの河原であった事が確認さ

れ、目指すべき河原のイメージを描くことが出来ました。 

 

  

写真-3 柳の根の状態  写真-4 観察会の様子 

 

 

図-2 ヤナギの根の土中での伸張状態を予測し、

過去の地盤高と重ね合わせた図 

 

この後、自然再生事業は平成 15 年度に試験的な河道

内樹木の伐採から着手し、経過観察をしながら本事業に

着手、平成21年に入田地区の伐採を終了しました。 

再生協では、第1回目の観察会以降、当該地域におい

て定期的に観察を行い、自然環境の復元の様子を地域の

みんなで見守っています。 

b) 漁業関係者に学ぶ 

「四万十川下流域には、昔はざくざくとした柔らか

い砂や小石の河原がたくさん見られ、アユがたくさん卵

を産むことができた！」と言われています。 

そこで再生協では、漁業関係者から四万十川の今昔

や内水面漁業の現状と課題を聴き取る取り組みを行って

います。 

四万十川漁業協同組合連合会の協力を得て、「未来

の四万十川の守り手」となる小学生とともに、現役の川

漁師さんから話を聴く取り組みでは、アユの魚影が薄く

なったことや、魚類が集合する伏流水（「ぬく水」）の

出ている河原が少なくなったことなど、いろいろな話を

聞くことができました。また、子どもたちにも、四万十



川での自然再生の必要性を認識してもらうことができた

と考えられます。 

 

  

写真-5 川漁師の話  写真-6 漁協との懇談会 

 

その後、自然再生事業の実施にあたっては「専門家

としての漁師さんの意見も聞くべき！」と言う観点から、

平成19年11月に「四万十川自然再生事業（アユの瀬づ

くり事業）意見交換会」を開催し、参加した漁協の方々

と今後の四万十川の保全の連携を約束、12 月の落ちア

ユ漁解禁時には、漁協の方々とともに「アユの瀬づくり

事業」の現場の河原がどのようになったのかを視察しま

した。 

事務所からは、事業の成果として、浮き石度調査

「ざくざくとした柔らかい砂や小石の河原（アユが産卵

しやすい河原）となっているかどうかの調査」の結果や

アユの産卵場調査の結果報告を行いました。 

漁業関係者からも事業について好評価をいただき、

今後の「アユの瀬づくり事業」のあり方や、地域住民同

士でできる河川利用のルールづくりなどについて話し合

いました。 

これを機に、漁協との意見交換はそれ以降毎年行わ

れるようになり、漁協からは「四万十川の大浦の産卵場

付近に昔あった瀬を再生して欲しい。この付近は冬でも

小魚がたくさんいる重要な場所だ」、「産卵場の環境と

して伏流水が生じる環境（礫の間を水が通水している状

態）が非常に重要だ」といった、長い間川を見ている川

漁師ならではの具体的な意見も出されました。 

また、再生協メンバーからは、「せっかく再生され

た良好な河原に車が乗り入れることで、河原が固まって

しまう。河原への乗り入れ規制を」といった河川利用に

係る具体的な提案が出され、漁協とともに看板を立てて

河原への車両乗入禁止の啓発に取り組んでいます。 

このように、「四万十川自然再生事業」を通じて民

間同士の協働・連携関係も築かれています。 

今後、行政（河川管理者）と漁協、再生協とが一丸

となって四万十川の水産資源確保のために取り組んでい

くことを確認しました。 

現在、「アユの瀬づくり事業意見交換会」は、四万

十川漁業協同組合連合会のみならず高知県水産振興部、

四万十市観光課にも参加いただくようになり、アユのこ

とだけではなく、より良い川作りに向けた意見交換の場

として毎年開催されています。 

c) 川の環境改善に向けた実践 

 竹木が密集しヤブと化していた河畔林は、「アユの瀬

づくり」による樹木伐採・間伐によって林床に陽が差し

込むようになり、河畔にふさわしい動植物が確認される

ようになりました。 

 これにより、市民の意識も変わってきました。「景観

もよくなり、四万十川の環境は本当によくなった。我々

は四万十川に関わる者として環境に対しても責任があり、

自分たちでできることは協力していく必要がある」とい

った声が聞かれるようになりました。 

平成15年度から少人数で始めた柳林の清掃も、再生さ

れた河原が広がるにつれて活動の輪が大きくなりました。 

理由は、春に河原一面に咲く菜の花です。入田地区

に咲く菜の花は、すべて自生のものです。 

今では、四万十市観光振興連絡会議（事務局：四万十市

観光課）が主催し、地元農業高校・中学校の生徒や地域

住民、行政、観光関係者など総勢約300名が約3haの河原

を手分けして清掃・草刈りを行う大規模な取り組みとな

っています。 

 

   

写真-7 入田の菜の花     写真-8 清掃状況 

 

d) 絶滅危惧種の発見と保護育成の取り組み 

入田地区では、平成 13 年に行われた国土交通省の調

査により、高知県内では絶滅したとされていたマイヅル

テンナンショウ（環境省：絶滅危惧 II 類(VU)）が発見

されました。その後、「アユの瀬づくり」の実施に際し

て改めて行われた調査で、国内最大級の群生地（約一万

個体）であることが、確認されました。 

 再生協では、その存在を公表し、観察会等を通じて広

く市民に知ってもらうことで、地域一体となった保護育

成の取り組みを始めました。平成 19 年 7 月には、再生

協メンバーも多く加入する「マイヅルテンナンショウの

会」が設立され、マイヅルテンナンショウを「四万十川

のシンボル」として守っていこうという共通認識のもと、

自生地保護のための草刈りや生育状況のモニタリング等

が行われています。 

 

    
写真-9 ﾏｲﾂ ﾙ゙ﾃﾝﾅﾝｼｮｳ   写真-10 保護育成作業 

 

これらの取り組みは、自生地が直轄管理区域であり、



「アユの瀬づくり」実施箇所であることから、「四万十

川自然再生事業」と密に連携して実施されています。自

生地は、再生協メンバーらの活動が評価され、平成 21

年8月に「高知県希少野生動植物保護条例」の初の保護

区指定を受けました。 

 

 

３．自然再生による付加的効果 

 

入田の河原は、四万十川下流部のランドマーク「赤

鉄橋（四万十川橋：高知県管理）」の直上流に位置し、

良好な河川環境を提供する河原は、年間を通して多くの

人が川とふれあう場所となりました。 

また、自然再生事業の実施は、地域に思わぬ効果を

もたらしました。それは、河畔林内で菜の花が群生する

ようになったことによる地域活性化です。 

幡多地域では、春先にはいたるところで菜の花イベ

ントが行われています。かつて、四万十川下流で菜の花

といえば、四万十川サイクリングロード周辺が有名で、

花が見頃の時期には「菜の花接待所」が設けられ、来訪

者をもてなしていました。 

しかし、「アユの瀬づくり」で樹木伐採・間伐が進

むなかで、入田地区の河畔林には菜の花が群生するよう

になりました。菜の花は本来里地里山に生育する植物で

すが、樹木伐採・間伐が完了して 2 年を経た平成 23 年

にはヤナギ林内を約2kmにわたって覆うまでに広がり、

四万十川独自の景観となりました。 

このような流れを受け、再生協メンバーをはじめと

する市民からは、「四万十川を訪れる方に是非、入田の

菜の花を見てもらいたい」と、菜の花を活用した地域活

性化の取り組みの機運が高まり、平成 20 年には入田河

川敷にも「菜の花接待所」が設置されました。 

さらに、翌年からはイベント会場が入田ヤナギ林に

集約され、平成 22 年には来訪者約 8,000 人を記録しま

した。全国的にも PR されるようになり、日経新聞によ

る「春を満喫できる水辺」ランキングで四万十川（菜の

花を含めた景観）が 2 位に選ばれるなど（平成 23 年 2

月 26 日掲載）、「春の四万十川といえば菜の花」とい

う認識が一般化しつつあります。 

 

  

写真-11 菜の花イベントの様子 

 

 

４．まとめ 

再生協は会則第2条で、「本会は四万十川の豊かな自

然と環境を守るため、流域住民が主体となり、意見・提

案・活動を行ない、地域の活性化を図ることを目的とす

る。」としています。 

再生協にとって、最初に実践する場が、この入田地

区でもありました。上述した取り組み以外にも、再生協

は、地域の歴史・文化、河川改修のあゆみや自然再生事

業などについての勉強会を毎年開催するなど、自然再生

事業を地域の人が身近に理解してもらえるように努め、

地域の理解を得ながら、市民にできる自然再生の取り組

みを進めています。 

 これらのことから、「四万十川自然再生事業」におい

ては、市民との協働・連携の役割分担が見事に成立して

おり、「自然再生推進法」（平成 15 年施行）の謳う、

「地域の多様な主体が参加して、自然環境を保全し、再

生し、若しくは創出し、又はその状態を維持管理する」

という理念に照らしてみても、非常に効果を上げている

ものといえます。 

 

 

５．これから 

 

再生協のパンフレット「四万十川自然再生協議会の

10 年」には、四万十未来志向「清流四万十川を未来に

残すために、私たちは自ら考え行動しています」とかか

れ、①川づくり、②人づくり、③まちづくり、を柱とし

た行動目標(図-3)が書かれています。 

上記の方針で「行動する」再生協は、これからも河

川管理者である国土交通省の強力なパートナーとして活

躍してくれるものと考えられます。 

 

 
図-3 四万十未来志向 
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